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２００９年９月１０日
専攻・講座名　物理科学専攻　　　
学年　 博士前期課程　２回生
氏名  　　　　　岩下　友子

参加研究会：原子核　三者若手夏の学校

開催場所及び日程：パノラマランド木島平　２００９年８月２４日から８月２８日

発表内容

「新型無機結晶シンチレーターの基本特性測定」という題目で20分の発表を行った。現在行っている研究は、光電子増倍管と呼ばれる光検出器を用いてPr:LuAGやBSOといった、これまでにBelle/BaBar/CLEOの各実験で用いられてきたCsIに比べて密度が高い無機シンチレーターの発光量、発光量の温度依存性を測定することである。これら高密度のシンチレーターは放射長やモリエール半径が短いために、数GeVにおよぶ高いエネルギーのガンマ線や電子が入射した際に生じる電磁カスケードシャワーを小さな領域の中で作ることができる。それにより近接して入射した二つのガンマ線をよく分離して検出できる可能性がある。今回はBSOシンチレーター及びLuAGシンチレーターについて諸元をまとめ、さらに今までに行った測定結果を報告し、放射線損傷試験をはじめとした今後の課題、計画について発表した。以下に発表資料の一部を示す。
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得られた成果
　今回の研究会では現在参加しているBelle実験だけでなくATLAS実験、ILC実験などの話を聞く機会にも恵まれ、知識の幅を広げることができた。特にさまざまな光検出器については、実際に使用している人の意見・ノウハウを聞くことができ非常に参考になった。

　また、講演もダークマターから超対称性、ヒッグス粒子など最新の話題を実験結果とともに紹介され、知見を深めることができた。
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サンプルの試験結果

Pr:LuAGの波高はPureCsIの約3倍、BSOは同等程度であった。

Pr:LuAGのサンプルでは集光効率が低くなっている

BSOは発光波長が480nmなのでPMT(H3167)の量子効率はＰｕｒｅＣｓＩより高い

温度による発光量の変化

PureCsI  -0.5%/℃

Pr:LuAG  +0.5%/℃

BSO  -1%/℃
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